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みなさんこんにちは。学校再開から2か月近く経ちました。学校

再開すぐはまだ学校生活勘が戻らず、ぎこちなさも感じましたが、

最近ではマスクや手洗い、消毒といった新しい生活様式にも慣れ、

従来の学校生活にかなり戻ってきていると感じます。

そして、今年度初めての中間テストも終わり、気持ちの面でも

ちょっと一息といった気分だろうと思いますが、３つのことを話

したいと思いますので、聞いてください。

まず１つ目は、7月のはじめに、伊都地方の中体連大会や吹奏楽

の発表会の開催が決まりました。従来よりも規模が縮小されての

開催になりますが、伊都地方の中学校の先生方が、伊都地方の中

学生、特に3年生のために、なんとか大会や発表会を開催してあげ

ようと、尽力してくれたことで、開催することができるようにな

りました。この前ホームページにも掲載しましたが、3年生のみな

さんにとっては中学校部活動の集大成の大会や発表会で、今まで

のどの大会よりも重みのある大会です。臨時休業があり、十分な

練習ができていない状態かもしれませんが、残り3週間、今まで一

緒に頑張ってきた仲間たちと今できる最高の準備をして大会や発

表会に臨んでほしいと思います。

２つ目は、今年の夏休みについてです。今日もそうですが、本

来なら、今頃は夏休みのはずです。しかし、今年は臨時休業の影

響で、8月7日から10日間の夏休みになりました。もうすぐ梅雨が

明けて１年で一番暑い時を迎えます。この時期に学校生活をする

という、今までに誰も経験したことがないことをみなさんは経験

することになります。教室にはエアコンがあるとはいえ、登下校

時や体育の授業など、酷暑の中での活動になります。コロナウイ

ルスに加え、熱中症にも十分注意してほしいと思います。体調が

おかしいなと感じたときは、我慢せず、友達や先生にすぐに申し

出てください。

3つ目は、これからの学校生活についてです。4月から2か月の

臨時休業がありました。その間のいろいろな行事が中止や延期と

なりました。１年12か月のうち、2か月がなくなったことになり



ます。今からだと、今年度の残りは8か月です。この8ヵ月を「8

か月しかない」と考えるか、「まだ8か月もある」と考えるかで気

持ちの持ちようが変わってくると思います。みなさんには「まだ8

か月ある」という考えで学校生活を送ってほしいと思っています。

ただ、「まだ8か月ある」という考え方にも２とおりがあり、「え～

まだ8か月もある・・・しんどいなぁ」というのと、「まだ8か月

もあるぞ、よ～し、いろんなこと頑張ろう」というものです。当

然みなさんには後者の考え方で、2か月少なくなった分、濃密な学

校生活を送ってほしいと願っています。

そのための１つとして・・・

先日、放送で生徒総会があり、各クラスの学級目標などが発表

されました。みなさんが学校生活で頑張りたいこと、こうなりた

いということを「目標」として決めたと思います。実は先生たち

も目標を立てました。今年の目標は、「みなさんに考える力をつけ

てもらう」です。

各教科の授業はもちろんのこと、学校生活のいろんな場面でし

っかり考え、正しく判断し行動できるようになってもらいたいと

いう願いから、この目標を立てました。

物事には意味があり、その意味を考えることでみなさんの行動

が変わってきます。みなさんに考える力をつけてもらうには、先

生たちもみなさんのことをしっかり考えていく必要があります。

今年度の残り期間は生徒のみなさんも先生たちも「考える」を

キーワードに生活していきたいと思います。

このあと生徒指導の松本先生からみなさんの生活面についての

話があると思います。松本先生の話の本質は何かをしっかり考え

ながら聞いてほしいと思います。

これからも機会があるごとに「考える」をみなさんに投げかけ

ていきたいと思います。一緒に学びながら考える力をつけていき

ましょう。

以上、終わります。


